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第１章　習志野市障がい者地域共生協議会の活動実績

～今期3年間の協議会活動をご報告いたします～

















委員名簿
平成２９年度
	
	所属
	職名
	委員名

	相
談
支
援
部
会
	社会福祉法人栄寿会　八千代地域生活支援センター
	施設長
	福田　弘子

	
	中核地域生活支援センター　なかまネット
	コーディネーター
	渡辺　恵美子/杉浦　達夫

	
	らいふあっぷ習志野
	センター長　主任相談支援員
	久保田　貴子

	
	高齢者支援課
	係長
	岡澤　早苗

	
	障がい福祉課
	係長
	荒井　直樹

	
	ひまわり発達相談センター
	主任主事(ケースワーカー)
	張替　優子

	児
童
部
会
	子育て支援課
	主任主事
	千葉　麻衣

	
	健康支援課
	主幹
	中村　晴美

	
	株式会社　PowerBean　まめの木
	管理者
	森田　美恵子

	
	あじさい療育支援センター
	相談支援専門員
	中神　茂樹

	
	特定非営利法人　じょいんと
	事務局長
	松井　秀明

	
	総合教育センター
	指導主事
	藤本　真由美

	
	習志野市立袖ケ浦東小学校
	教諭
	北濃　千寿

	
	千葉県立船橋特別支援学校　小学部
	教諭
	八尋　信一

	
	千葉県立習志野特別支援学校
	教諭
	荻野　智美

	
	NPO法人　希望の虹
	事務長
	豊嶋　美枝子

	
	有限会社　オールフォアワン　みんなのいしいさん家
	介護福祉士
	半田　智子

	就
労
支
援
部
会
	社会福祉法人あひるの会　
障害福祉サービス事業　あかね園
	施設長
	松尾　公平

	
	特定非営活動法人１ｔo１　ぶろっさむ
	管理者
	小川　晃好

	
	千葉県立八千代特別支援学校
	教諭/就労支援コーディネーター
	平　和広

	
	習志野商工会議所　中小企業支援室
	事務局次長
	野手　利浩

	
	東洋エンジニアリング株式会社
	経営管理本部　担当部長
	内海　明雄

	
	船橋公共職業安定所　専門援助部門
	総括職業指導官
	木藤　直美

	
	産業振興課
	係長
	柴野　夕子

	権
利
擁
護
部
会
	社会福祉法人豊立会　
習志野市立東部デイサービスセンター
	副所長
	武石　厚司

	
	社会福祉法人　習愛会　花の実園
	副園長
	窪田　正樹

	
	習志野障がい者ネットワーク
	理事
	喜田　敬子

	
	習志野市社会福祉協議会　地域福祉課　生活支援係
	係長（社会福祉士）
	古田　修一

	
	民生委員児童委員協議会　秋津・香澄地区
	障がい者（児）部会　部会長
	森崎　俊治

	社会資源開発・
改善部会

	社会福祉法人　のうえい舎　
地域活動支援センター　もくせい舎
	センター長
	内山　澄子

	
	社会福祉法人　清和園　ゆいまーる習志野
	サービス管理責任者
	館澤　真木子

	
	医療法人社団　和康会 三橋病院
	精神保健福祉士
	米山　馨

	
	生活相談課
	係長
	松本　大輔



平成３０年度
	
	所属
	職名
	委員名

	相
談
支
援
部
会
	社会福祉法人栄寿会　八千代地域生活支援センター
	施設長
	福田　弘子

	
	中核地域生活支援センター　なかまネット
	所長
	菊地　謙

	
	らいふあっぷ習志野
	主任相談支援員
	森　真也

	
	高齢者支援課
	係長
	岡澤　早苗

	
	障がい福祉課
	係長
	荒井　直樹

	
	ひまわり発達相談センター
	主任主事(ケースワーカー)
	張替　優子

	児
童
部
会
	子育て支援課
	副主査(ケースワーカー)
	橋詰　信一郎

	
	健康支援課
	主幹
	山口　ふじ子

	
	株式会社　PowerBean　まめの木
	管理者
	森田　美恵子

	
	あじさい療育支援センター
	相談支援専門員
	中神　茂樹

	
	特定非営利法人　じょいんと
	事務局長
	松井　秀明

	
	総合教育センター
	指導主事
	尾畑　茂男

	
	習志野市立袖ケ浦東小学校
	教諭
	北濃　千寿

	
	千葉県立船橋特別支援学校　小学部
	教諭
	八尋　信一

	
	千葉県立習志野特別支援学校
	教諭
	荻野　智美

	
	NPO法人　希望の虹
	事務長
	豊嶋　美枝子

	
	有限会社　オールフォアワン　みんなのいしいさん家
	介護福祉士
	半田　智子

	就
労
支
援
部
会
	社会福祉法人あひるの会　
障害福祉サービス事業　あかね園
	施設長
	松尾　公平

	
	特定非営活動法人１ｔo１　ぶろっさむ
	管理者
	小川　晃好

	
	千葉県立八千代特別支援学校
	教諭/就労支援コーディネーター
	椿　精一

	
	習志野商工会議所　中小企業支援室
	事務局次長
	野手　利浩

	
	㈱千葉データセンター（東洋エンジニアリング㈱）
	取締役　業務部長
	高津　英一

	
	船橋公共職業安定所　専門援助部門
	総括職業指導官
	木藤　直美

	
	産業振興課
	係長
	千葉　義則

	権
利
擁
護
部
会
	社会福祉法人豊立会　
習志野市立東部デイサービスセンター
	副所長
	武石　厚司

	
	社会福祉法人　習愛会　花の実園
	副園長
	窪田　正樹

	
	習志野障がい者ネットワーク
	理事
	喜田　敬子

	
	習志野市社会福祉協議会　地域福祉課　生活支援係
	係長（社会福祉士）
	古田　修一

	
	民生委員児童委員協議会　秋津・香澄地区
	障がい者（児）部会　部会長
	森崎　俊治

	社会資源開発・
改善部会

	社会福祉法人　のうえい舎　
地域活動支援センター　もくせい舎
	センター長
	内山　澄子

	
	社会福祉法人　清和園　ゆいまーる習志野
	サービス管理責任者
	館澤　真木子

	
	医療法人社団　和康会 ほしかわクリニックデイケア
	精神保健福祉士
	米山　馨

	
	生活相談課
	係長
	松本　大輔




令和元年度
	
	所属
	職名
	委員名

	相
談
支
援
部
会
	社会福祉法人栄寿会　八千代地域生活支援センター
	施設長
	福田　弘子

	
	中核地域生活支援センター　なかまネット
	所長
	菊地　謙

	
	らいふあっぷ習志野
	主任相談支援員/相談支援員
	森　真也/樫尾　則美

	
	高齢者支援課
	係長
	岡澤　早苗

	
	障がい福祉課
	係長
	荒井　直樹

	
	ひまわり発達相談センター
	主任主事(ケースワーカー)
	張替　優子

	児
童
部
会
	子育て支援課
	主事(ケースワーカー)
	土屋　真希子

	
	健康支援課
	係長
	大久保　美恵

	
	株式会社　PowerBean　まめの木
	管理者
	森田　美恵子

	
	あじさい療育支援センター
	相談支援専門員
	中神　茂樹

	
	特定非営利法人　じょいんと
	事務局長
	松井　秀明

	
	総合教育センター
	指導主事
	深作　拓也

	
	習志野市立袖ケ浦東小学校
	教諭
	北濃　千寿

	
	千葉県立船橋特別支援学校　小学部
	教諭
	八尋　信一

	
	千葉県立習志野特別支援学校
	教諭
	高瀬　真琴

	
	NPO法人　希望の虹
	事務長
	豊嶋　美枝子

	
	有限会社　オールフォアワン　みんなのいしいさん家
	介護福祉士
	半田　智子

	就
労
支
援
部
会
	社会福祉法人あひるの会　
障害福祉サービス事業　あかね園
	施設長
	松尾　公平

	
	特定非営活動法人１ｔo１　ぶろっさむ
	管理者
	武井　剛

	
	千葉県立八千代特別支援学校
	教諭/就労支援コーディネーター
	椿　精一

	
	習志野商工会議所
	事務局長
	岡畑　和弘

	
	㈱千葉データセンター（東洋エンジニアリング㈱）
	取締役　業務部長
	高津　英一

	
	船橋公共職業安定所　専門援助部門
	総括職業指導官
	小川　洋

	
	産業振興課
	係長
	千葉　義則

	権
利
擁
護
部
会
	社会福祉法人豊立会　
習志野市立東部デイサービスセンター
	副所長
	武石　厚司

	
	社会福祉法人　習愛会　花の実園
	副園長
	窪田　正樹

	
	習志野障がい者ネットワーク
	理事
	喜田　敬子

	
	習志野市社会福祉協議会　地域福祉課　生活支援係
	係長（社会福祉士）
	古田　修一

	
	民生委員児童委員協議会　秋津・香澄地区
	障がい者（児）部会　部会長
	森崎　俊治

	社会資源開発・
改善部会

	社会福祉法人　のうえい舎　
地域活動支援センター　もくせい舎
	センター長
	内山　澄子

	
	社会福祉法人　清和園　ゆいまーる習志野
	サービス管理責任者
	館澤　真木子

	
	医療法人社団　和康会 ほしかわクリニックデイケア
	精神保健福祉士
	米山　馨

	
	生活相談課
	主査補
	[bookmark: _GoBack]遠藤　とし枝




活動実績
[image: ]










第２章　各部会の活動実績

～各部会で行った活動の記録です～

















	


（1） 相談支援部会
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（2） 児童部会
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（3） 就労支援部会
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（4） 権利擁護部会
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（5） 社会資源開発・改善部会
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習志野市障がい者地域共生協議会　平成３０年度　部会活動報告書（相談支援部会）

(平成３０年４月～平成３１年３月分　活動のまとめ）

その他

部会員以外 203人

部

会

員

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会 12回

実績

部会員 58人

部会員以外 24人

部会以外の会議

（具体的に記載）

相談支援事業所情報交換会　４回

精神障害者にも対応した地域包括ケアシ

ステム構築推進事業　実務者会議　４回



平

成

３

０

年

度

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

３０年度にできなかった課題を行う。習志野市の相談支援体制について、提言ができるよう、障害

だけでなく様々な機関と話し合う機会を設ける。



②障害、高齢、子ども、困窮者を含めた「我が

事丸ごと」の相談支援体制について、市の方向

性を確認しながら検討して行く。

①支援会議の開催（困難事例の検討）し、地域

課題を抽出する。

令

和

元

年

度

活動目標

①③計画相談事業者との情報交換会を開催し、

地域との連携を深めるとともに、地域課題を抽

出する。今期初回で活動計画を協議し、より情

報交換・勉強会ができやすい体制を検討する。

①②地域相談員等との情報交換会を開催。

【広報啓発活動について】

教育現場で障害の理解にどのように取り組んで

いるか情報収集する。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの構

築推進事業の実務者会議（習志野グループ）を

ワーキングチームとし、４回実施。相談支援体制

を考えて行くうえで検討の場となった。医療との

連携を主に圏域外の病院を含めアンケートや事例

検討を行った。

市の方向性が確認できていない。提言に向けて横

の連携をどのようにしていくかを次年度検討した

い。

事例が上がってこない。計画相談事業所との事例

を通しながら課題を抽出する。

今年度の取組の振返りをし、３1年度の活動を検討

する。

実施できなかった。次年度の課題とする。

情報収集できていない。３１年度に具体的にどの

ようにするか検討。

部会長

委　員

岡澤・張替・菊地・森



事務局 福田　

福田 副部会長 荒井

積田・保坂 オブザーバー

部会員 32人
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習志野市障がい者地域共生協議会　令和元年度　部会活動計画書（相談支援部会）

(平成３１年４月～令和２年３月分　活動のまとめ）

その他

実績

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会 11回

部会員 48人

部会員以外 20人

部会以外の会議

（具体的に記載）

情報交換会3回

支援会議2回

精神障害にも対応した地域包括ケアシステム

の構築推進事業の実務者会議　3回

部会員 33人

部会員以外 150人

部

会

員

部会長 福田 副部会長 荒井

委　員

岡澤・張替・菊地・森



オブザーバー 積田・保坂

事務局 福田　

令

和

元

年

度

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

②障がい、高齢、子ども、困窮者を含めた「我

が事丸ごと」の相談支援体制について、市の方

向性を確認しながら検討して行く。

市の方向性は確認できませんでした。

①支援会議の開催（困難事例の検討）し、地域

課題を抽出する。

1回の開催。高齢・障害・生活保護・障害及び介護

のケアマネ、世帯の抱える問題を各分野が柔軟な

連携が必要

①③計画相談事業者との情報交換会を開催し、

地域との連携を深めるとともに、地域課題を抽

出する。今期初回で活動計画を協議し、より情

報交換・勉強会ができやすい体制を検討する。

3回実施。計画相談＋市の事務処理等、就労系事業

所との情報交換、介護支援専門員との情報交換。

介護分野とは定期的な情報交換が必要との意見が

多かった。4回目の子どもとの情報交換は実施でき

ず。次年度で要検討。定期的に情報交換をする場

の必要性がある。相談支援専門員が疲弊しない仕

組み作りが必要。相談支援専門員連絡会の立ち上

げが要検討。

①②地域相談員等との情報交換会を開催。 実施できませんでした。次年度要検討

3回実施。4回目は感染症予防のため今年度は中

止。習志野グループでは事業所の誰でもが参加し

やすい時間帯として、18：00～実施。日中は参加

しずらい方とも話し合え、まず顔の見える関係と

お互いの仕事を知ることで連携を取りやすくする

目的は達せられた。

精神障害にも対応した地域包括ケアシステムの

構築推進事業の実務者会議（習志野グループ）

をワーキングチームとし、４回実施。相談支援

体制を考えて行くうえで検討の場となった。医

療との連携を主に圏域外の病院を含めアンケー

トや事例検討行う。

【広報啓発活動について】

教育現場で障がいの理解にどのように取り組ん

でいるか情報収集する。

教育分野への情報収集はできませんでした。



次

期

へ

の

活

動

目

標

活動目標

計画相談事業所が疲弊しない仕組み作り＝連絡会の立ち上げの検討

実施できなかった課題の検討

困難事例シートの周知

子ども・高齢介護との情報交換及び連携への取り組み

包括ケアの地域評価に向けての取り組み

権利擁護・広報啓発に対する取り組み

習志野の相談支援体制のついては提言でまとめた通り、困難事例や課題が整理できない事例は制度

を超えた支援が必要なため、各分野から総合的に検討ができるような体制が必要。制度を超えた総

合相談と地域に密接に結びついた相談窓口が必要。相談支援体制についてはこの体制をどのように

構築できるかが課題。
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習志野市障がい者地域共生協議会　平成２９年度　部会活動報告書（児童部会）

(平成２９年４月～平成３０年３月分　活動のまとめ）

その他

平

成

２

９

年

度



【広報啓発活動について】

・会長挨拶文・資源マップ・「先生お困りです

か」のチラシを学校・保育・幼稚園関係に配布

予定

・福祉ふれあい祭り・市内地域のお祭り・市民

のつどいにて啓発活動を実施予定



平

成

３

０

年

度

活動目標

①教育機関との連携

１）「先生お困りですか」チラシについて、配布先へのアンケートを実施する。

２）特別支援学級や通級指導教室の教員に放課後等デイサービス事業所を見学してもらう機会を設

ける。

②重症心身障がい児の啓発活動

地域住民の集うお祭りやイベントに参加し、パネル展示や説明等を通じて理解を図っていく。

③ライフサポートファイル

ひまわり発達相談センターへ提出した意見書への対応について、引き続き確認していく。

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

①教育と福祉の連携の検討

１）「先生お困りですか」のチラシを今年度も

学校、幼稚園、保育所に配布する。またチラシ

についての評価と課題を得るためにアンケート

も再度配布する。

２）教育現場において福祉の必要な情報の把握

を行い、その解決に向けて検討を行う。

①教育と福祉の連携の検討

１）「先生お困りですか」のチラシを幼稚園、保

育所、小学校、中学校、高校等の教員向けに計

1,647部配布した。

２）放課後児童会の概要について、こども部児童

育成課の北澤係長に12/13の部会で説明いただくと

ともに、放課後児童会と障がい児福祉との連携に

ついて意見を交わした

②重症心身障がい児の啓発活動においては、地

域住民の集うお祭りやイベントに参加し、パネ

ル展示や説明等を通じて理解を図っていく。

②重症心身障がい児の啓発活動

10/28開催の福祉ふれあい祭り及び大久保ふくしま

つりにおいて、重症心身障がい児に関する展示を

まめの木と船橋特別支援学校に依頼し、実施し

た。

③市内の児童施策の把握、及びライフサポート

ファイルの進展状況の把握を行っていく。また

今後の活用についての検討も行う。

③ライフサポートファイル

乳幼児個別支援計画について、ひまわり発達相談

センターの内村主幹及び張替さんに部会で説明い

ただいた上で、今後の活用について部会内で検討

した。ひまわり発達相談センターあてに松尾会長

名で乳幼児個別支援計画ファイルについての意見

書を3月に提出する予定。

④教育機関・市内の児童の関わる機関と連携

し、課題の情報収集と解決に向けての検討を

行っていく。

④教育機関等との連携

上記①及び③のとおり

伊東委員　中神委員　藤本委員　北濃委員　八尋委員　荻野委員　豊嶋委員　

半田委員　児玉委員

１１回

部会員 ９８人

部会員以外 ０人

部会以外の会議

（具体的に記載）



部会員 人

部会員以外 人

【当事者の参加について（必要経費含む）】

・今年度は、外部からの当事者の参加をどうす

るか検討し、来年度以降に参加する方向で検

討。



部

会

員

部会長 松井　秀明 副部会長 森田　美恵子

委　員

実績

オブザーバー



事務局 下村

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会
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習志野市障がい者地域共生協議会　平成３０年度　部会活動報告書（児童部会）

(平成３０年４月～平成３１年３月分　活動のまとめ）

その他

部

会

員



平

成

３

０

年

度

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

⑤提言についての検討

3年間の協議を踏まえ、提言について検討する。

①教育機関との連携

平成30年度に配布したアンケートを集計し、その内容について協議、解決に向けての検討を行って

いく。

②移動支援事業に向けての検討

情報交換会等に出席し、移動支援事業所登録についての説明を行っていく。

③ライフサポートファイルについて

ひまわり発達相談センターと随時確認をとり、試験的運用に向けての取り組みを確認していく。

④重症心身障害児者及び医療的ケア児者についての協議

県リハの行っている実態調査をもとに、今後の検討を進めていく。

④重症心身障害児者についての協議

重症心身障害児者及び医療的ケア児者の人数の

把握、市内の社会資源の状況把握を行ってい

く。

①教育機関との連携

教育機関との連携を図るうえでの必要な情報を

収集し、検討、情報発信等を行っていく。



平

成

３

１

年

度

活動目標

実績

②移動支援事業についての検討

移動支援事業についてのアンケートを相談支援

事業所に配布し、情報収集のうえ課題解決を

行っていく。

③ライフサポートファイルについて

ひまわり発達相談センターの動向を確認し、状

況把握を行っていく。

④重症心身障害児者についての協議

1）8月8日に県リハの影山氏より、重症心身障害児

者及び医療的ケア児者の実態調査の協力依頼の説

明を受けた。

2）10月15日に市川市の重症心身障害児者サポート

会議及び、市川市内の医療的ケア児者受入れ施設

の見学を行った。

3）重症心身障害児者・医療的ケア児者についての

検討を行い、2月13日に「医療的ケア児支援のため

の関係機関の協議の場」を開催した。千葉県リハ

ビリテーションセンター、八千代医療センター、

習志野健康福祉センター、済生会ならしの訪問看

護ステーション、津田沼訪問看護ステーションか

ら、現在の取り組み、困りごと、必要な社会資源

についてのご意見を頂いた。引き続き、協議を重

ね、市内の社会資源の中でできることを確認しな

がら話し合いを進めていくことが必要。

①教育機関との連携

1）教育機関との連携に向けての協議を重ね、「先

生、放課後等デイサービスを知っていますか？」

のチラシを作成した。内容に、放課後等デイサー

ビスの活動内容や教育機関との連携内容、ご利用

の流れを盛り込み、2月13日の校長会にて説明し

た。その後、市内、小学校・中学校・高校の全教

員に向けて配布。また、今後の福祉サービスとの

連携に向けてどのようなことが必要か把握するた

めのアンケートも一緒に配布した。今後、そのア

ンケートを収集、分析し、引き続き教育と福祉の

連携に向けての検討を行っていく。

②移動支援事業についての検討

1）市内相談支援事業所向けに移動支援事業につい

てのアンケートを作成し、配布した。その後、集

計を行い、課題解決に向けて協議を行った。協議

の上、放課後等デイサービス事業所、児童発達支

援、日中一時支援事業所に移動支援事業所の登録

申請を促すことを決め、10月2日の相談支援支援事

業所情報交換会にて、その旨をお伝えした。（習

志野商工会議所主催の「ハッピー福祉塾」内のガ

イドヘルパー養成研修も啓発した）今後も、随

時、情報交換会等に出席し、移動支援事業につい

ての必要性を訴えていくことが必要。

③ライフサポートファイルについて

11月14日に、昨年度検討した「ライフサポート

ファイル（案）」について、ひまわり発達相談セ

ンター北田所長より進捗状況についての説明を受

け、児童部会として検討して頂きたい要望等をお

伝えした。来年度以降より試験運用を始めるた

め、その状況等も確認していくことが必要。

開催回数

部会長

委　員

橋詰委員、山口委員、中神委員、尾畑委員、北濃委員、八尋委員

高瀬委員、豊嶋委員、半田委員

事務局 小森

松井　秀明 副部会長 森田　美恵子



オブザーバー

延参加者数（事務局を除く）

部会 １２回

部会員 １０７人

部会員以外 ７人

部会以外の会議

（具体的に記載）



部会員 人

部会員以外 人
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(平成３１年４月～令和２年３月分　活動のまとめ）

10（医ケア）

令

和

元

年

度

部会 9回

部会員 67人

部会員以外 3人

今年度は検討を行っていないため、来年度以降に

再度検討の必要性を協議していく。

③ライフサポートファイルについて

ひまわり発達相談センターと随時確認をとり、

試験的運用に向けての取り組みを確認してい

く。

１）ひまわり発達相談センターとの話し合いを実

施した。

・8月7日、12月11日の2回実施。

２）「ライフサポートファイル」のモニター調査

に協力した。

・児童部会所属委員の事業所においてご利用者様

にモニター調査を実施した。



来年度より正式に活用が始まるため、その周知へ

の協力及び活用性の調査を行っていく。



部会以外の会議

（具体的に記載）

・医療的ケア児支援のための関係機関の

協議の場

事務局 小森

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部

会

員

部会長 松井　秀明 副部会長

活動の評価及び課題

土屋委員、大久保委員、中神委員、深作委員、北濃委員、八尋委員

高瀬委員、豊嶋委員、半田委員

部会員 15人

部会員以外 9人

森田　美恵子

委　員

実績

オブザーバー

景山様（千葉リハビリテーションセンター）、松本様（花の実園）

内山様（相談部会）、舘澤様（相談部会）、米山様（相談部会）

年度当初の活動目標

①教育機関との連携

平成30年度に配布したアンケートを集計し、そ

の内容について協議、解決に向けての検討を

行っていく。

・アンケートを集計し、その結果について協議し

た。

それに伴い、下記の事項を実施した。

１、令和元年10月の「特別支援コーデネーター研

修会」に参加し、障がい福祉課小森氏より「地域

共生協議会について」・「放課後等デイサービス

事業について」・「習志野市障害福祉サービス事

業所ハンドブック」等について説明を行い、福祉

サービスについて周知・啓発を行った。また、ア

ンケート調査結果も配布した。



今後も市内各学校に所属する「特別支援コーディ

ネーター」への福祉サービスの周知、放課後等デ

イサービス事業所の見学会などを検討し、教育関

係との連携を継続していくことが必要である。

②移動支援事業に向けての検討

情報交換会等に出席し、移動支援事業所登録に

ついての説明を行っていく。
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その他

３、市内放課後等デイサービス事業所の交流する場の確保

４、ライフサポートファイルの啓発、活用状況の確認調査

④重症心身障害児者及び医療的ケア児者につい

ての協議

県リハの行っている実態調査をもとに、今後の

検討を進めていく。

１、重症心身障害児者及び医療的ケア児者実態調

査に係る市町村アンケートの回答について協議し

た。

２、「重症心身障害児者および医療的ケア児の特

徴と実態調査の報　告と概要」の資料をもとに検

討を行った。（市内在住の対象者を障がい福祉課

に再調査を依頼し、それも含めたもとで検討を

行った。）

３、市内診療所との話し合い

「まえだこどもクリニック」における院長との話

し合いを実施した

４、花の実園の見学（12月11日　市内重症心身障

害者通所施設）

５、医療的ケア児支援のための関係機関の協議の

場を開催した。

・9月11日、10月9日の2回実施。

それに伴い、下記2点についての必要性を確認し

た。

１）通所先・短期入所先の確保

２）非常災害時の対応の確保（福祉避難所内に非

常電源設備の設置、備品補助等）

向けての協議を行っていく。



提言について検討した。

１）重症心身障がい児者及び医療的ケア児者の利

用できる通所機能・短期入所機能の確保

２）医療的ケア児・者の非常災害時等における対

応の確保



次

期

へ

の

活

動

目

標

活動目標

１、教育機関との連携

特別支援コーディネーターを中心に福祉サービス制度の周知、課題の吸い上げを行っていく。

２、保護者支援に関する検討

保護者の困りごとについて、ファミリーサポートセンターや保護者の会から情報を収集し、解決に

従業者同士の交流を図り、日々の生活支援上の困りごとやスキルアップの場を作っていく。

ひまわり発達相談センターと協力のもとに、ライフサポートファイルの活用状況を検討していく。

⑤提言についての検討

3年間の協議を踏まえ、提言について検討する。
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(平成２９年４月～平成３０年３月分　活動のまとめ）

その他



平

成

３

０

年

度

活動目標

①就労現状の把握、課題の検討から協議、活動につなげていく。



①②共同受注に向けた体制を整える。

各事業所の作業に関するデータをまとめ、関係機関で共有しいていく。

②・優先調達推進に向けた説明会の開催。

・就労系事業所の意見交換会を開催。



③・ならたくの発行。

　・ならたく以外の啓発活動について。

平

成

２

９

年

度

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

①【障がい者の就労支援の強化】

　・内容、質の向上



①・就労の現状を知るためにあかね園の見学会を

行った。

・意見交換会にて就労現場からの意見や、障がい

のある方からのアンケート調査結果からの課題を

抽出した。

今後その課題について検討、協議していく。

①②行政、企業からのお仕事の紹介に関するシー

トを作成した。今後は各事業所の作業に関する

データをまとめ、共同受注の流れをつくっていき

たい。

②【地域内のネットワークの強化】

　・就労系事業所の意見交換会

　・障がい者施設からの優先調達推進

　　に向けた説明会

②優先調達推進に向けた説明会の内容の見直しを

行った。

行政、企業、町内会など幅広く参加してもらえる

準備をしていく。

③【広報啓発活動】

　・ならたくの発行（８、１２、４月）

　・福祉ふれあいまつりに参加

③ならたくの発行

・紙面をリニューアルし就労系の内容と、協議会

としての取り組みやお知らせが出来るようにし

た。記事について計画性を持って幅広く、色々な

情報を発信していきたい。

部

会

員

部会長 小川　晃好 副部会長 平　和広

委　員

松尾　公平、内海　明雄、木藤　直美、野手　利浩、柴野　夕子



オブザーバー



事務局 飯田　理恵

実績

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会 11回

部会員 60人

部会員以外 1人

部会以外の会議

（具体的に記載）

就労系サービス事業所交流会　1回

部会員 4人

部会員以外 17人
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その他

①【障がい者の就労支援の促進】

市内の障がい者就労状況の把握、課題の抽出か

ら協議、活動につなげていく。

部会

部会以外の会議

（具体的に記載）

部会長

委　員

松尾　公平、野手　利浩、高津　英一、木藤　直美、千葉　義則



事務局 下村　康弘

小川　晃好 副部会長 椿　精一



オブザーバー

部

会

員



平

成

３

０

年

度

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

①②就労系事業所の意見交換会を計4回実施した。

・全体の意見交換会では、サービス内容や目的が

事業ごとに異なり、効果的な議論ができなかった

ため、更に事業種別（移行、継続A、継続B）に分

けて3回ミニ交流会を実施し、現状、課題の抽出、

意見を共有することができた。

・県障害者就労事業振興センターの検索システム

への登録を案内した。併せて、共同受注の調整も

同センターで行ってもらえることを説明した。



【事業所間ネットワークの強化】

就労系事業所の意見交換会を開催する。会の前半では全体会として勉強や意見交換を行い、後半で

は分科会としてグループに分かれての意見交換や交流を図る。なお、参加者が予め意見や考えをあ

る程度準備して臨めるよう、開催通知の段階で実施内容を明確にしておく。

【障がい者優先調達の推進】

障害者就労施設の展示会を、職員だけでなく、企業や事業者、市民にも広く来場してもらえるよう

な形で開催する。その展示会の一イベントとして説明会を実施する。

【広報啓発活動】

ならたくの定期発行を継続

【3年ごとの提言書の作成】

障がい者就労支援のための具体的な方策をまとめ、提言書に盛り込む。



④【広報啓発活動】

ならたくの定期発行。就労系の内容と、協議会

としての取組やお知らせができる様にする。

平

成

３

１

年

度

④　ならたく（4月号-障がい者の雇用、8月号-精

神障がいの方のアンケート、12月号-障がい者雇用

の水増し問題、習志野市の取り組み）を発行し

た。4月号より新たに各部会の活動について順に掲

載した。

③　職員向け優先調達説明会で導入事例紹介を行

うとともに、事業所展示ブースへの参加、パンフ

レット作成への協力を行った。

活動目標

実績

延参加者数（事務局を除く）

部会員

部会員以外

部会員

開催回数

12回

就労系サービス事業所交流会　4回

（全体会1回、事業別ミニ交流会3回）

部会員以外

68人

0人

23人

30人

②【事業所間ネットワークの強化】

就労系事業所間のネットワーク強化、共同受注

に向けた態勢を整える。

③【障がい者優先調達の推進】

障害者優先調達推進に向けた説明会を開催す

る。
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・部会委員同士の協同活動を通じた部会のさらなる活性化

新型コロナウィルスの今後の国内における拡大状況を踏まえて日本経済や地域経済がどのような影響を受

けるのか現時点で見えない部分があるため、場合によっては上記の「目標」が修正されることもありうる

かと考えています。

【3年ごとの提言書の作成】

障がい者就労支援のための具体的な方策をまとめ、提

言書に盛り込む。

・これまでの部会活動や協議を通じて「障害者就労施設等

からの優先的・積極的な物品等の調達の推進」「習志野独

自の障がい者の就労支援を後押しする施策の創出」の2点

について提言としてまとめ、運営会議へ提出した。

次

期

へ

の

活

動

目

標

活動目標

（以下、現時点での「案」です。）

・2020年3月提出予定の「提言」を踏まえた自治体による取り組みのモニタリング

・2020年代における習志野市らしい就労支援のスタイルや体制の検討と動き出し

・「市内就労系事業所意見交換会」を通じた各事業所の課題整理と勉強会・研修会の開催

・「ならたく」による就労支援にかかわる諸制度や地域資源等についての情報発信

令

和

元

年

度

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

【事業所間ネットワークの強化】

市内就労系障害福祉サービス事業所の意見交換会を2回

開催する。

1回目は7月を予定し、参加事業所全体で事業所間の情

報・意見交換や課題の共有を行う。2回目は11月を予定

し、課題テーマごとにグループに分かれて討論を行

う。なお、参加者が予め考えや意見をある程度準備し

て臨めるよう、開催通知の段階で実施内容を明確にし

ておくようにする。

・市内の就労支系事業所に呼びかけを行い、2回の意見交

換会を実施（7/3、11/5）。それぞれ9事業所11名、10事業

所17名の参加があった。

・第1回は「困りごと、要望、他事業所への質問等」、第2

回は「支援の質を高めるために（運営編／現場編）」を

テーマにディスカッション。回を追うごとに参加者同士が

打ち解けて話に熱がこもってくることを感じている。

・一方、参加できていない事業所もあり、通知方法や意見

の吸い上げ方法に課題を残している。

【障がい者優先調達の推進】

障がい福祉課との共催で、障害者就労施設に呼びかけ

を行い、展示販売会を市役所庁舎内で開催する。市役

所職員だけでなく、企業関係者や事業者、市民にも広

く広報・周知し、興味を持って来場してもらえるよう

工夫を凝らす。その展示会の一イベントとして、障が

い者優先調達説明会を実施する。

・9/4に市役所1階で展示販売会と優先調達説明会（行政向

け／企業向け）を同時開催した。展示販売で人目や関心を

惹き、説明会への集客に繋げることを狙いとしたものだっ

たが、前者は3事業所・2特例子会社のみの出店で人の集ま

りもまばら、後者は市職員が8課・8名、企業関係者が3

社・3名とやはり寂しい結果となった。

・次年度以降の開催については検討中。

【広報啓発活動】

「ならたく」の定期発行を継続する。（vol.18…4月、

vol.19…8月、vol.20…12月）

・予定通り4月、8月、12月に「ならたく」を発行、表面記

事はたまたまか職場実習に係る取材記事

部

会

員

部会長 武井　剛 副部会長 椿　精一

委　員

実績

松尾　公平、岡畑　和弘、高津　英一、小川　洋、千葉　義則



オブザーバー



事務局 下村　康弘

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会 11回（2月末現在）

部会以外の会議

（具体的に記載）

・船橋市役所商工振興課　取材（6/5）

・就労系～事業所意見交換会（7/3,

11/5）

・展示販売会＆優先調達説明会（9/4）

・ならたく取材（4/16, 8/26 ）

部会員以外 27人

部会員 62人

部会員以外 0人

部会員 10人
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その他



【広報啓発活動について】

①今年度より共生協議会全体で担当することに

なった。各部会と協力し役割を担っていきた

い。



平

成

３

０

年

度

活動目標

①当事者の生の声を聞く場を設けたい。負担のないようアウトリーチで臨むのがベストだと認識し

ているが、あらゆる場面設定を機会の場にしたいと考えている。

②ナラシドをモチーフにしたバッジ＝「つくろう共生社会　障がいのある人と共に」に何らかの意

味合いを持たせることができないか

（障がいのある人→ヘルプが必要です！　ない人→お手伝いができますよ！等）市民に啓発のでき

る媒体として認知されるような動きになれればいい，と考えている。

平

成

２

９

年

度

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

①「虐待」「成年後見」「差別解消」の三本柱

について、地域の実態を踏まえ事例を積み上げ

問題点を指摘・発信し、提言を目指す。

①「権利擁護」＝「代弁」である，という認識の

下、議論・検討を進めてきた。地域の実態を踏ま

えて事例を積み上げ、問題点を指摘・発信してい

ければ，と考えており、第一段階として習志野市

役所新庁舎を視察し、ハード・ソフト両面につい

て確認・意見集約を行なった。

②まずは最新のバリアフリーで建設された新庁

舎を障がい者の視点で視察し、ソフト・ハード

両面の現状を知ることで不当な差別的取り扱い

がないか，合理的配慮がなされているか，を確

認、今後の指標にする。

②障がい類型別に障がいのある人への配慮例につ

いて、引き続き議論を進めている。具体的には、

視覚障がい・聴覚障がい・肢体不自由・内部機能

障がい・精神障がい・知的障がい・発達障がい・

その他全般について議論を深めていきたい。

③机上の論理ではなく、現場目線が重要という

認識の下、地域のスーパーやコンビニエンスス

トア等を障がい者の視点で確認し、地域の合理

的配慮がどこまで実現されているかを確認す

る。

③当事者目線に立った検討を心がけてはいるが、

机上や経験に基づいた視点に片寄りがちになる傾

向がある。当事者の生の声を聴く機会を設けたい

と考えている。

【当事者の参加について（必要経費含む）】

＊ヒアリング・意見聴取等については、アウトリーチ

で臨みたい，と考えている。ただし当部会は「代弁」

の役割は担うという認識の下、法律的な判断を要す事

案については専門家に任す，というスタンスで臨む。



部

会

員

部会長 古田　修一 副部会長 武石　厚司

委　員

部会以外の会議

（具体的に記載）

新庁舎の見学を実施

部会員

窪田　正樹、喜田　敬子、森崎　俊治



人

部会員以外 人

オブザーバー



事務局 鈴木　真理子

実績

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会 １１　回

部会員 ４９人

部会員以外 ０人
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部会長

委　員

窪田　正樹、喜田　敬子、森崎　俊治



事務局 鈴木　真理子

古田　修一 副部会長 武石　厚司



オブザーバー

人

①９/１～１２/９「商店街コミュニケーション

ツール試験配布事業」計画を受け、コミュニケー

ションボード及び同カードの普及について検討を

開始。コミュニケーションツールとして当事者が

所持し場面に応じて使える（リングにまとめた）

カードを先行して試作。７当事者団体で構成され

る「習志野市障がいネットワーク」の聴覚障がい

者・内部障がい者団体のメンバーにサンプル品を

提示・試行してもらったところ興味を示し、是

非、作成参加したい旨の意見・感想を得た。

②１０/２７「福祉ふれあいまつり」の場に　おい

て、コミュニケーションカードを広く一般の方に

周知・啓発し、障がいのある人ない人の交流の場

とするブースを学生ボランティアと共に出展し

た。２/１９同事業報告会にて、結果報告を行なっ

た。＜下記その他参照＞

部会以外の会議

（具体的に記載）

福祉ふれあいまつりに参加「コミュニ

ケーションカード」作成イベントを実施

部会員 人

部会員以外

部会 １２　回

部会員 ５５人

部会員以外 ０人

部

会

員

「福祉ふれあいまつり」（H.31.10.27)出展時まとめ

　①リングの消費・・・６１本（カード６１０枚）作成←６１人来場。

　②アンケート（参加者、スタッフ）集計結果からは、健常者との垣根がとれるような気がした,

　「小さな子どもに持たせても、困っている人がいたら近くの大人に知らせることができる・貴重

　な経験ができる。」等、当初の想定（障がい者サイドの立場）を超える意見・感想もあった。

平

成

３

０

年

度

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

④提言へ向けて、

　１「習志野市障がい者虐待防止センター」（習志野市障がい福祉課内）

　２「習志野市成年後見センター」（習志野市社会福祉協議会内）

　より情報収集を行ない、検討・まとめを行なっていく。

①『伝わる！コミュニケーションカード』のさらなる普及・啓発を図るため、４/６（土）～７

（日）開催の「花の実園さくらまつり」にブースを出展し、ターゲットを当事者から子供や近隣・

地域住民にも広げていく。

②「差別解消」「虐待」「成年後見」の三本柱について検討する部会として、「障害者差別解消支

援地域協議会」へ前向きに取り組んでいく。

③引き続き当事者の生の声を聴く機会を設け、「福祉ふれあいまつり」をはじめとする地域のイベ

ント等へ参加し、広報啓発にも努めていく。

①当事者の生の声を聞く場を設けたい。負担の

ないようアウトリーチで臨むのがベストだと認

識しているが、あらゆる場面設定を機会の場に

したいと考えている。

②ナラシドをモチーフにしたバッジ＝「つくろ

う共生社会　障がいのある人と共に」に何らか

の意味合いを持たせることができないか

（障がいのある人→ヘルプが必要です！　ない

人→お手伝いができますよ！等）市民に啓発の

できる媒体として認知されるような動きになれ

ればいい，と考えている。

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

平

成

３

１

年

度

活動目標

実績
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④提言へ向けて、　１「習志野市障がい者虐待

防止センター」（市障がい福祉課内）　２「習

志野市成年後見センター」（習志野市社協内）

より情報収集を行ない、検討・まとめを行なっ

ていく。

④平成３０年度障がい者差別相談事例及び虐待事例につい

て検討を行なった。差別相談事例は習志野市障がい福祉課

より千葉県へ報告した段階で「終結」扱いとなる。相談者

は、「話を聞いて欲しい。」との承認欲求があるようで、

自身への差別を訴えることでほぼ満足し、そこから先の今

後の対応に関しての希望欲求が低く感じられた。障がい福

祉部門として成年後見センターへの関わりが課題である。

次

期

へ

の

活

動

目

標

活動目標

　＊権利擁護部会は令和２年３月末をもって終了となりました。「部会で取り組んできた人権に

　関することは、今後は各部会での取り組みの中で意識していくこととする。それ以外で取り組ま

　なければいけないことは、来年度実施する‘障がいのある人への差別の実態把握のためのアン

　ケート’の結果をみて検討する。」（令和２年２月６日：運営会議）こととなりました。



令

和

元

年

度

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

①『伝わる！コミュニケーションカード』のさ

らなる普及・啓発を図るため、「花の実園さく

らまつり」（４/６）にブースを出展し、ター

ゲットを当事者から子どもや近隣・地域住民に

も広げていく。

①コミュニケー

ションカードを紹介・展示・進呈

するブースを出展した。またコミュニケーション

ボードを各出展ブースに提供、「伝わる」ステッ

カーと共に、一般来場者の目に触れたことで

今後に向けた周知をすることができた。

②『差別解消・虐待・成年後見』の三本柱につ

いて検討する部会として、「障害者差別解消支

援地域協議会」へ前向きに取り組んでいく。

②障がい者差別・虐待・成年後見に関しての統計

について確認、また「障がいのある人への差別の

実態把握のためのアンケート」内容・配布先等に

ついて確認・検討を行なった。

③当事者の生の声を聴く機会を設け「福祉ふれ

あいまつり」をはじめとする地域のイベント等

へ参加し広報啓発にも努めていく。

③当部会の提案により、子供にも関心をもってもらおう，

という目的の下、高校生が描いた４コママンガがわかりや

すい内容となっている「マンガでわかる障害者差別解消

法」の冊子を配布。同時にボッチャ競技の体験コーナーを

設けた結果、３８０名の来場があった。



部

会

員

部会長 古田　修一 副部会長 武石　厚司

委　員

実績

部会以外の会議

（具体的に記載）



部会員 人

部会員以外 人

窪田　正樹、喜田　敬子、森崎　俊治



オブザーバー



事務局 鈴木　真理子

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会 １１回

部会員 ４０人

部会員以外 ０人
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習志野市障がい者地域共生協議会　平成２９年度　部会活動報告書

（社会資源開発・改善部会）

(平成２９年４月～平成３０年３月分　活動のまとめ）

平

成

２

９

年

度

実績

部

会

員

部会長 内山委員 副部会長

事務局 林

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会 １１回

部会員 ４３人

部会員以外 １８人

部会以外の会議

（具体的に記載）

舘澤委員

委　員

米山委員、松本委員



オブザーバー 中神委員、森田委員

⑦重症心身障がい者の日中活動について

特別支援学校高等部を卒業した後、適切な通所

先が見つからず在宅となってしまう人がいる。

重症心身障がい者の支援の質が高い生活介護事

業所の運営方法について検討し、社会資源の創

設につなげたい。

⑦重症心身障がい者の日中活動について

八千代キッズの研修会に参加。重症心身障がい者

の支援施設の必要性が確認できた。今後、千葉県

が実施する重症心身障がい児者の実態調査の結果

を受けて、検討を再開する。

③移動支援

働く親や保護者にとって、学校や事業所への通

学通勤時間帯の支援の需要が高い事から、移動

支援の活用やガイドラインの整備について引続

き検討していく。

また、同様の時間帯の支援で人材が不足してい

る放課後デイ等も視野に、人材の育成（ガイド

ヘルパー養成等）を検討していく。

平成30年度の障害者総合支援法報酬改定に移動

支援が給付事業となるか等についてモニタリン

グしていく。

③移動支援

商工会議所がガイドヘルパー養成講座が実施。人

材育成に関してはそれら民間の動きを注視しつ

つ、養成された人材が市内の事業所のマンパワー

につながる次のステップを検討する必要がある。

平成30年度の報酬改定においては通勤に対する支

援は一部報酬化されたが、通学・通所に関しては

評価されなかった。ガイドラインの検討について

は未着手であるため、今後、通学・通所に関して

の移動支援のあり方について、検討を加え必要な

提案を行う。

⑥大久保駅ホームの安全柵について

平成28年2月にグループホームから通所事業所に

移動中の障がい者が電車に接触して大けがを負

う。再発防止に向け情報の収集とアクションを

起こしていく。

⑥大久保駅ホームの安全柵について

京成電鉄株式会社と習志野市に「京成大久保駅の

安全性向上とホームドアの設置についての要望」

を提出。今後の習志野市と京成電鉄株式会社の交

渉経過のモニタリングが必要。

④交通安全推進隊

泉町バス停のボランティアが体調不良の時期が

あった。1人のボランティアに依存しているだけで

は持続可能な問題解決にならないことについて、

再検討が必要。

⑤ダウン症の子どもたちの言語聴覚療法

口の運動等により発語がスムーズになり言葉が

増えたという体験から、言語聴覚士による指導

の場がほしいという要望があり、引続き検討し

ていく。

⑤ダウン症の子どもたち言語聴覚療法

当事者の父親から、ダウン症の子どもたちの言語

聴覚療法の有効性について説明を受けた。知的障

害のある子どもの言語聴覚療法に取り組むＳＴが

少ない現状も確認された。今後、あじさい療育支

援センターが医療法人の指定管理となれば、就学

後の子どもたちも医療保険のリハビリテーション

が、習志野市の子ども医療費助成（1回300円）で

受けられる可能性がある。あじさい療育センター

は子ども部の事業となるので、それまでに提案が

できるように準備していきたい。

活動の評価及び課題

①短期入所（福祉型）

市内の短期入所事業所増加のために、入所施設

に併設しない短期入所について、引き続き開設

の方法や事業運営等を調査していく。

①短期入所（福祉型）

市内の短期入所事業所増加のために、入所施設に

併設しない短期入所事業所2か所を見学。市内に短

期入所の供給体制が整うまでの間、宿泊型日中一

時支援の有効な活用方法がないか検討を開始。必

要に応じて要綱の変更を提案する予定。

②短期入所（医療型）

県知事及び県総合支援協議会会長宛に、平成28

年度まとめた要望書を、5月提出。その後の動き

をモニタリングしていく。

②短期入所（医療型）

県知事及び県総合支援協議会会長宛に「医療的ケ

アの必要な障がい児者（重症心身障がい児者・運

動機能障がいのない児等）の実態の把握に関する

要望」を提出。県は調査を実施する方向となる。

今後、調査結果を受けて、市内の医ケアの必要な

方たちの社会資源の開発に向けて検討を行う必要

がある。



④交通安全推進隊

現在の泉町バス停での活動を継続。他の場所で

の新規の要望がある場合には随時、対応してい

く。

年度当初の活動目標

・大久保ふくしまつりへの参加

部会員 ４人

部会員以外 ０人
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その他



【当事者の参加について（必要経費含む）】

・部会にオブザーバー参加を依頼（ダウン症児

者親の会・あひるの会、視覚障がい者団体等）

する場合の、オブザーバーの交通費等

・他団体の研修会等に参加し、当事者の意見を

聞いてくる。

【当事者の参加について（必要経費含む）】

・部会にダウン症児者親の会の会長をオブザー

バーとして参加してもらった。



【広報啓発活動について】

大久保ふくしまつり

泉町のバス停問題の際に、地域への積極的なか

かわりの中で障がいを持つ方の生活を周知して

いくことが重要と考え参画。今年度も10月頃開

催される予定なので引続き参加していく。ま

た、大久保駅のホーム転落事故や自死の件数

等、危険性を報告するパネルも作成し、地域の

人たちと一緒に取り組めるアプローチをする。

【広報啓発活動について】

大久保ふくしまつり

泉町のバス停問題の際に、地域への積極的なかか

わりの中で障がいを持つ方の生活を周知していく

ことが重要と考え参画。今年度は京成大久保駅の

危険に関するアンケートも実施し、京成電鉄株式

会社に要望書と共にアンケート結果を提出した。

平

成

３

０

年

度

活動目標

①短期入所（福祉型）

　市内の短期入所事業所増加のために、入所施設に併設しない短期入所について、引き続き開設の

方法や事業運営等を調査していく。

②短期入所（医療型）

　県知事及び県総合支援協議会会長宛に、平成28年5月にまとめた要望書を提出。その後の動きをモ

ニタリングしていく。

③交通安全推進隊

　現在の泉町バス停での活動を継続。他の場所での新規の要望がある場合には随時、対応してい

く。

⑦総合福祉ゾーンについて

　市内に未整備の「重症心身障がい者・医療的ケアの必要な障がい者の日中活動事

業所」「基幹相談支援事業所」等を整備するために、総合福祉ゾーンを活用できないか検討。

【広報啓発活動について】

①大久保ふくしまつり

　泉町のバス停問題の際に、地域への積極的なかかわりの中で障がいを持つ方の生活を周知してい

くことが重要と考え参画。今年度も10月頃開催される予定なので引続き参加していく。また、大久

保駅のホーム転落事故や自死の件数等、危険性を報告するパネルも作成し、地域の人たちと一緒に

取り組めるアプローチをする。

④ダウン症の子どもたちの言語聴覚療法

　口の運動等により発語がスムーズになり言葉が増えたという体験から、言語聴覚士による指導の

場がほしいという要望があり、引続き検討していく。

⑤大久保駅ホームの安全柵について

　平成28年2月にグループホームから通所事業所に移動中の障がい者が電車に接触して大けがを負

う。再発防止に向け情報の収集とアクションを起こしていく。

⑥重症心身障がい者の日中活動について

　特別支援学校高等部を卒業した後、適切な通所先が見つからず在宅となってしまう人がいる。重

症心身障がい者の支援の質が高い生活介護事業所の運営方法について検討し、社会資源の創設につ

なげたい。
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(平成３０年４月～平成３１年３月分　活動のまとめ）

花の実園見学

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

②短期入所（医療型）

　県知事及び県総合支援協議会会長宛に、平成

28年5月にまとめた要望書を提出。その後の動き

をモニタリングしていく。

③交通安全推進隊

　現在の泉町バス停での活動を継続。他の場所

での新規の要望がある場合には随時、対応して

いく。

④ダウン症の子どもたちの言語聴覚療法

　口の運動等により発語がスムーズになり言葉

が増えたという体験から、言語聴覚士による指

導の場がほしいという要望があり、引続き検討

していく。

⑤大久保駅ホームの安全柵について

　平成28年2月にグループホームから通所事業所

に移動中の障がい者が電車に接触して大けがを

負う。再発防止に向け情報の収集とアクション

を起こしていく。

⑥重症心身障がい者の日中活動について

　特別支援学校高等部を卒業した後、適切な通

所先が見つからず在宅となってしまう人がい

る。重症心身障がい者の支援の質が高い生活介

護事業所の運営方法について検討し、社会資源

の創設につなげたい。

②短期入所（医療型）

・市川市自立支援協議会重心サポート会議に参加。市川市にある意民間

事業所が運営する、重症心身障がい者を対象とした生活介護・生活訓

練・短期入所（法外）の多機能事業所を見学した。

・「習志野市医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場」にオブ

ザーバー参加。

③交通安全推進隊

・泉町バス停のような問題解決のためのボランティア派遣だけではな

く、啓発活動の一環としてのボランティア派遣を行うことを検討した。

特別支援学校に協力を依頼し、ボランティアが活動が可能なバス停を把

握した。その後、ボランティアをチラシにて広く募集した。その結果、

1名の応募があり、平成31年4月より東習志野地区のバス停で活動予定。

・今まで活動していた泉町バス停のボランティアが市外に転居したた

め、その後の一時停車等の問題が再発生していないかモニタリングが必

要である。

平

成

３

０

年

度

オブザーバー

部

会

員

部会長

委　員

米山委員、松本委員



事務局 林

内山委員 副部会長 舘澤委員

中神委員、森田委員

９人

④ダウン症の子どもたち言語聴覚療法

・総合福祉ゾーンにリハビリテーションの実施できる事業者を誘致する

ことができないか検討。

⑤大久保駅ホームの安全柵について

・京成大久保駅にCPラインが塗布された。

・大久保ふくしまつりで大久保駅の安全性についてパネル展示とチラシ

を配布し、地域住民と問題の共有を図った。

⑥重症心身障がい者の日中活動について

・市川市自立支援協議会重心サポート会議に参加し、同日に市川市にあ

る意民間事業所が運営する、重症心身障がい者を対象とした生活介護・

生活訓練・短期入所(法外）事業所を見学した。

・「習志野市医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場」にオブ

ザーバー参加した。

・総合福祉ゾーンに重症心身障がい者の利用できる日中活動を誘致する

ことができないか検討。

実績

習志野市障がい者地域共生協議会　平成３０年度　部会活動報告書（社会資源開発・改善部会）

①短期入所（福祉型）

　市内の短期入所事業所増加のために、入所施

設に併設しない短期入所について、引き続き開

設の方法や事業運営等を調査していく。

①短期入所（福祉型）

　市内に短期入所の供給体制が整うまでの間、日中一時支援（緊急時宿

泊支援加算）を活用した支援体制を構築するために、下記の場において

日中一時支援（緊急時宿泊支援加算）について、事業の説明を行った。

・相談支援部会の児童関係事業所の情報交換会

・就労支援部会の就労継続支援B型事業所の情報交換会

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会 １２回

部会員 ３９人

部会員以外 ２０人

部会以外の会議

（具体的に記載）

・市川市自立支援協議会重心サポート会議に参

加

・「花の実園」見学

・大久保ふくしまつりへの参加

部会員 ９人

部会員以外
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⑦総合福祉ゾーンについて

　市内に未整備の「重症心身障がい者・医療的

ケアの必要な障がい者の日中活動事業所」「基

幹相談支援事業所」等を整備するために、総合

福祉ゾーンを活用できないか検討。

【広報啓発活動について】

①大久保ふくしまつり

　泉町のバス停問題の際に、地域への積極的な

かかわりの中で障がいを持つ方の生活を周知し

ていくことが重要と考え参画。今年度も10月頃

開催される予定なので引続き参加していく。ま

た、大久保駅のホーム転落事故や自死の件数

等、危険性を報告するパネルも作成し、地域の

人たちと一緒に取り組めるアプローチをする。

平

成

３

１

年

度



【広報啓発活動について】

①大久保ふくしまつりへの参加

①重症心身障がい児者の日中活動について

　県が行った調査の結果を踏まえた検討及び名簿の活用など。2019年度は2020年度に協議会内で重症心身障がい児者の部

会発足を目標に検討を行う。

②交通安全推進隊

　今後も推進していく。

③短期入所

　習愛会が運営するGH内にある短期入所の見学を予定。

④総合福祉ゾーンについて

　花の実園の建て替えに伴う検討の継続。

活動目標

⑦総合福祉ゾーンについて

・調査の結果、総合福祉ゾーンに暮らす高齢者と障がい児者は552人、

総合福祉ゾーンに通所する高齢者と障がい児者は602人/日ということが

わかった。

・障がい者理解の促進とインクリュージョンを促進するためには、総合

福祉ゾーンに障がい児者と高齢者を囲い込むような施策に疑問を抱い

た。総合福祉ゾーンの基本計画についても再検討の余地がないのか、ど

のように働きかけたらいいのかの検討を重ねた。

・総合福祉ゾーンにある「花の実園」を見学。活動内容を見学するとと

もに、管理者の話を伺った。

【広報啓発活動について】

①大久保ふくしまつり

・泉町のバス停問題の際に、地域への積極的なかかわりの中で障がいを

持つ方の生活を周知していくことが重要と考え参画。

・京成大久保駅の危険性についてとともに、京成大久保駅近隣の障がい

者の日中活動事業所とグループホームの数と利用人数をパネル展示し、

同時にチラシの配布。

・重症心身障がい児の生活のパネル展示

・特別支援学校のパネル展示

・交通安全推進隊の活動の写真展示と、ボランティア募集のチラシ配布



②まちづくり会議への参加

　京成大久保駅の北と南の地区のまちづくり会議に参加。大久保駅で起

きた事故の啓発と交通安全推進隊の啓発を行った。
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習志野市障がい者地域共生協議会　令和元年度　部会活動計画書（社会資源開発・改善部会）

(平成３１年４月～令和２年３月分　活動のまとめ）

その他

実績

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会 10回

部会員 ３７人

部会員以外 ２８人

部会以外の会議

（具体的に記載）

医療的ケア児支援のための関係機関の協

議の場

部会員 ６人

部会員以外 ２人

部

会

員

部会長 内山委員 副部会長 舘澤委員

委　員

米山委員、遠藤委員



オブザーバー 中神委員、森田委員

事務局 林

②短期入所についての検討 市内に３事業所が整備された。福祉ゾーンのある「グルー

プホームふれ愛」を見学。支援したことのない利用者が緊

急時に短期入所を利用できるようになるには、職員の定着

と技術が必要な状態である。地域生活拠点の短期入所とし

ての機能を持つまでには、時間と他機関の協力が必要と考

える。

③総合福祉ゾーンについて 元市役所職員で福祉担当の経験がある「ゆいまーる習志

野」施設長橋本壽雄氏と「花の実園」施設長松本栄氏にオ

ブザーバーで参加いただき、習志野市の障害福祉の歴史と

総合福祉ゾーンの成り立ちと現状について学習した。これ

からの総合福祉ゾーンと未整備事業（重症心身障がい者の

通所事業所）を整備する可能性を探ってきたが、担当課

（健康福祉政策課）との直接的な話し合いには至っていな

い。

④大久保ふくしまつりへの参加 参加の回数を重ねているので、地域の社会福祉協議会支部

との連携も円滑。地域の中のイベントに啓発事業届ける動

きの継続性は必要と考える。



⑤重症心身障がい児者の日中活動について 児童部会に協力する形で医療的ケア児支援のための関係機

関の協議の場に参画。今後は、重心の支援について専門性

の高い人のチームで検討することが必要と意見だしをし

た。

次

期

へ

の

活

動

目

標

活動目標

・居住サポート事業についての研究

・総合福祉ゾーンについての提案

・短期入所についての検討

・交通安全推進隊の普及（啓発事業）

・大久保ふくしまつりの参加（啓発事業）

・「医療的ケア児支援のための関係機関の協議の場」のオブザーブ

令

和

元

年

度

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

①交通安全推進隊の普及 啓発を目的とした活動にシフトしているが、ボランティア

１名の活動に留まっている状態。ボランティアを増やして

いくことが必要。
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平成29年度 平成30年度 令和元年度

第

1

回

4月26日（水）　＠サンロード6階大会議室

＜委嘱状交付式＞

1．委嘱状交付

2．事務局職員の紹介

＜全体会＞

1．会長・副会長の選出

2．委員自己紹介

3．平成２９年度協議会活動について

4．部会長・副部会長の選出

5．その他

7月27日（金）　＠1階会議室

1．新規委員自己紹介

2．各部会より会議報告及び協議

3．委員からの活動紹介

　　　中核地域生活支援センターまるっと

　　　菊地委員

4．障がい者ネットワーク所属団体の活動紹介

　　　JOA習志野会　会長　村山　輝子

5．協議会の広報啓発活動について

6．その他



5月24日（金）　＠1階会議室

1．新規委員自己紹介

2．各部会より会議報告及び協議

3．協議会全体としての活動について

　　①研修会（報告）

　　②花の実園さくらまつり（報告）

　　③実籾高校に対しての啓発事業（報告）

4．令和元年度　啓発事業について

5．提言書について

6．「障害者差別解消法支援地域協議会」に

　　ついて　～第１回　研修会～

　　講師：千葉県健康福祉部障害者福祉推進

　　課　共生社会推進室　藤井　聡史氏

7．その他

第

2

回

10月27日（金）　＠1階会議室

1．委員変更に伴う新規委員自己紹介

2．協議会活動計画について

3．各部会より会議報告及び協議

4．障がい福祉計画への意見出しについて

5．市民のつどいについて

6．委員からの活動紹介

　　高齢者支援課　　　　岡澤委員

　　総合教育センター　　藤本委員

7．その他

12月14日（金）　＠1階会議室

1．各部会より会議報告及び協議

2．平成３０年度習志野市福祉ふれあいまつり

　　について（報告）

3．平成３０年度研修会について

4．障がい者ネットワーク所属団体の活動紹介

　　習志野市ダウン症児・者親の会　あひるの

　　会　会長　小林　紳一氏

5．その他

12月23日（月）　＠1階会議室

1．ひまわり発達相談センターから連絡事項

2．各部会より会議報告及び協議

3．提言書について

4．福祉ふれあいまつりについて

5．障害者差別解消支援地域協議会

6．その他

第

3

回

2月23日（金）　＠1階会議室

1．１年間の各部会の総括及び今後の方針に

　　ついて

2．平成３０年度市民のつどいについて

3．委員からの活動紹介

　　　県立習志野特別支援学校　　荻野委員

　　　障がい福祉課　　　　　　　　　　荒井委員

4．平成２９年度研修会について（報告）

5．障がい者基本計画等について（報告）

6．その他

新型コロナウイルスの影響により中止



年11回開催 年12回開催 年11回開催

1月20日（土）　＠GF大会議室

「“我が事・丸ごと”地域共生社会」と「精神障

がいにも対応した地域包括ケアシステム」

参加人数：77名

3月17日（日）　＠GF大会議室

「老いても病んでも障がいがあっても『地域共

生社会』で誇りをもって」

参加人数：93名

8月22日（木）　＠1階会議室

「老いても病んでも障がいがあっても『地域共

生社会』で誇りをもって　～これからの習志野

市の福祉について語り合いましょう～」

参加人数：44名

福

祉

ふ

れ

あ

い

ま

つ

り

10月28日（土）

＠市役所　市民のつどいブース

・障害福祉サービス事業所による飲食販売、

バザー及びニュースポーツ体験

・障害福祉サービス事業所及び地域共生協議

会の展示

参加人数：329名

10月27日（土）　＠市役所1階展示スペース

・コミュニケーションカードの市民への周知啓

発

・地域住民を交えた障がいのある人とない人

の交流の場を提供

・コミュニケーションカードの作成事業

参加人数：61名

10月27日（日）　＠市役所1階玄関

・ボッチャ体験

・パネル掲示

・習志野市障がい者地域共生協議会のチラシ

配布

・「マンガでわかる障害者差別解消法」の配布

参加人数：382名

そ

の

他

　「習志野市を知る」出前講座

・10月29日（月）　＠県立実籾高等学校

「障がいのある人って卒業したらどこいくの？」

・12月12日（水）　＠県立実籾高等学校

「『障がい者』のことを地域の人に知ってもらう

ためには、どうしたらよいか？」

講師：松尾会長

市民カレッジ

6月13日（木）　＠GF大会議室

「障がい福祉について」

講師：福田副会長

そ

の

他

委

員

と

し

て

参

画

し

て

い

る

も

の

・習志野市地域福祉計画策定委員会

　松尾会長

・習志野市福祉ふれあいまつり実行委員会

　松尾会長

・習志野市新型インフルエンザ等対策審議会

　武石委員

・習志野市健康なまちづくり審議会

　内山委員

・習志野市地域福祉計画策定委員会

　松尾会長

・習志野市福祉ふれあいまつり実行委員会

　松尾会長

・習志野市新型インフルエンザ等対策審議会

　武石委員

・習志野市健康なまちづくり審議会

　内山委員

・習志野市地域福祉計画策定委員会

　松尾会長

・習志野市福祉ふれあいまつり実行委員会

　松尾会長

・習志野市新型インフルエンザ等対策審議会

　武石委員

・習志野市健康なまちづくり審議会

　内山委員

全

体

会

啓

発

事

業

運

営

会

議

研

修

会
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習志野市障がい者地域共生協議会　平成２９年度　部会活動報告書（相談支援部会）

(平成２９年４月～平成３０年３月分　活動のまとめ）

その他

平

成

３

０

年

度

【広報啓発活動について】

教育現場で障害の理解にどのように取り組んでいるか情報収集する。

地域相談員等との情報交換会を定期的な開催を

希望する。

今年度は情報交換会は行わなかった。来年度は地

域相談員の会議に参加し、ならともの活動につい

て理解してもらうための時間をもらえるように交

渉して行きたい。,

地域相談員等との情報交換会の定期的な開催を希

望する。

活動目標

②障害、高齢、子ども、困窮者を含めた「我が事丸ごと」の相談支援体制について、市の方向性を

確認しながら検討して行く。

①支援会議の開催（困難事例の検討）し、地域課題を抽出する。

平

成

２

９

年

度

委員に子ども、高齢者分野の委員に参加してもら

い、連携のあり方について検討を進めて来た。

「我が事丸ごと」のあり方も含めて次年度も検討

して行きたい。街づくり会議に参加し、地域の実

態・ニーズ・広報啓発を考えて行きたい。

【当事者の参加について（必要経費含む）】



①③計画相談事業者との情報交換会を開催し、地域との連携を深めるとともに、地域課題を抽出す

る。今期初回で活動計画を協議し、より情報交換・勉強会ができやすい体制を検討する。

①②地域相談員等との情報交換会を開催。

委　員

開催回数 延参加者数（事務局を除く）

部会 12回

部会員 60人

部会員以外 25人



渡辺・久保田・岡澤・張替

※渡辺委員は年度途中より杉浦委員へ交代

オブザーバー 積田・保坂　　書記：馬場　　※馬場は年度途中よりはずれる

【広報啓発活動について】

当事者団体・福祉サービス事業所などとの情報

交換会などを通してならともの活動等の理解を

深める。

今年度を振り返り、啓発は広く行うよりも、ある

程度対象を絞って行う方が効果的ではないかとの

意見があり、次年度は教育現場に障害について啓

発して行く方法を検討して行く方向となった。学

校に出向いて啓発をして行く方法も検討したい。

そのために、まず教育現場でどのような障害につ

いての教育を行っているか、情報を集めて行きた

い。

事務局 屋代

実績

部

会

員

部会長 福田 副部会長 荒井

部会以外の会議

（具体的に記載）

相談支援事業所情報交換会　４回

部会員 8人

部会員以外 8人

年度当初の活動目標 活動の評価及び課題

①支援会議の開催（困難事例の検討）し、地域

課題を抽出する。

長期入院の結果、住民票を失ってしまった生活保

護受給者の事例検討を行った。住民票がないため

に年金申請等が出来ず、本人に不利益が発生した

まま対応がなされていなかったケースであり、生

活相談課の権利擁護意識の希薄さが課題として共

有された。その後の対応を生活相談課に問い合わ

せる予定。病院では高齢者施設への退院を検討

中。

①③　計画相談事業者との情報交換会の開催

し、地域との連携を深めるとともに、地域課題

を抽出する。今期初回で活動計画を協議し、よ

り情報交換・勉強会ができやすい体制を検討す

る。

年度初めの情報交換会で今年度の活動について検

討。放課後デイ、知的障害者支援、グループホー

ムとテーマを変えて年4回の情報交換会を実施した

（GHは2月に実施予定）。それぞれのテーマごとの

支援課題が抽出されるとともに各事業所、相談支

援事業所との顔合わせの機会となった。顔の見え

る関係をもとに連携ができるように引き続き情報

交換会を実施して行きたい。

③困難事例としてあがってきた事例で、委託事

業所の対応とした事例の進捗を確認する。

事例の進捗状況を確認した。委託事業所が常に連

絡をとれる体制で本人の見守りを行っていること

が確認出来た。精神障害を持つママたちの集いに

ついて、もくせい舎で数回実施したが、現在は休

業状態。ニーズやライフスタイルの多様性があ

り、実施に向けては再度検討が必要との課題があ

る。



②習志野市に必要な相談支援体制の実現に向

け、子ども・高齢者施策への理解を深め、どの

ような連携ができるのかを考える。


